
アスファルト混合物事前審査制度について

このたび、島根県においては、「アスファルト混合物事前審査制度」を導入し、
下記のとおり実施することとしました。

記

１．概要
アスファルト混合物事前審査制度とは、アスファルト混合所から出荷される加

熱アスファルト混合物を、第三者（審査機関）が事前に審査認定することにより、
従来の工事ごと、混合物ごとに行われていた基準試験や試験練り、及び竣工検査
時に提出を求めていた日常管理結果の提出を省略出来る制度です。

２．適用
平成２０年８月１日以降プラントから出荷されるアスファルト混合物
ただし、アスファルト混合物事前審査制度の認定を受けていないプラント及び

認定を受けていないアスファルト混合物の取り扱いは従来どおりです。

３．公共工事共通仕様書について
別紙－１、「アスファルト混合物事前審査における公共工事共通仕様書の取り

扱い」による。

４．施工管理基準について
別紙－１、「アスファルト混合物事前審査における公共工事施工管理基準の取

り扱い」による。

５．アスファルト混合物事前審査制度認定プラントについて
別紙ー２

６．その他
①別紙－３「アスファルト混合物事前審査制度認定証」の取扱いについて
②別紙－４ 認定証の写し
③別紙－５ 事前審査認定アスファルト混合物（一般混合物）総括表



別紙-１
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試験方法 試験基準 備考

必須
「土木工事施工管
理基準」による

事前審査 認定証の提出

その他
「土木工事施工管
理基準」による

事前審査 認定証の提出

粒度（2.36mmフルイ） 舗装試験法便覧

粒度（75μmフルイ） 舗装試験法便覧

アスファルト量抽出粒度分析試験 舗装試験法便覧

温度計による

舗装試験法便覧

温度測定（初期締固め前） 温度計による

外観検査（混合物） 目視

その他 舗装試験法便覧
舗設車線毎
200m毎に1回

〃

アスファルト混合物事前審査における公共工事共通仕様書の取り扱い

アスファルト混合物事前審査における施工管理基準の取り扱い

　アスファルト混合物事前審査制度の事前審査で認定された加熱アスファルト混合物を使用する場合
は、事前に認定証（認定証、混合物総括表）の写しを監督職員に提出するものとし、アスファルト混合物
及び混合物の材料に関する品質証明書、試験成績表の提出及び試験練りは、省略するものとする。
　プラントの品質管理におけるアスファルト量、粒度の報告については、基本的にプラントの自主管理
（事前審査制度において混合所の立入調査を行う）に委ねることとするが、監督職員が必要（品質に疑
問が生じた場合等）と判断した場合は、指示により「プラントの自主管理データ」の提出を求めることがで
きるものとする。
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「土木工事施工管理基準」の全項目

　　アスファルト混合物事前審査制度の事前審査で認定された加熱アスファルト混合物を使用する場
合、「品質管理基準」は以下のとおりとする。

プ
ラ
ン
ト

材
料

現場密度の測定

「土木工事施工管理基準」の全項目

　注）関係資料の提出の必要はない。ただし、監督職員が必要（品質に疑問が生じた場合等）と判断した
場合は、指示により「プラントの自主管理データ」の提出を求めることができるものとする。

必
須

事前審査
プラントの自主管理

注）

温度測定（アスファルト・骨材・混合
物）

必
須

随時 品質管理資料の提出

すべり抵抗試験





別紙－３

アスファルト混合物事前審査認定書の取り扱いについて

１．平成２０年８月１日以降の契約工事についてはすべて摘要する。

２．平成２０年８月１日以前の契約工事について、平成２０年８月１日以降初めてプラ
ントから出荷されるアスファルト混合物は事前審査認定書の摘要が可能である。

３．平成２０年８月１日以前の契約工事で、材料の使用承認願いが提出されていても未
出荷の場合については、事前審査認定書との差し替えが可能である。

４．平成２０年８月１日以前の契約工事で、材料の使用承認願いが提出され、既に一部
でも出荷が行われている場合は従来どおりとする。

５．道路舗装工事において、舗装が基層と表層から構成されている場合
平成２０年８月１日以前の契約工事で、材料の使用承認願いが提出され基層部分に

ついて、既に一部でも出荷が行われている場合は従来どおりとする。
ただし、表層部分について未出荷・未施工の場合は、事前審査認定書の摘要が可能

である。

６．その他、疑問点が生じた場合は出荷工場に問い合わせる。






